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第
十
三
回
九
州
史
學
會
大
會

も

昭
和
十
七
年
度
の
九
州
史
學
行
大
倉
は
六
月
六
日
．
（
土
晒

日
）
の
今
津
大
泉
坊
見
畢
と
同
七
日
（
日
咄
）
・
の
誰
演
含
を
行

っ
た
。

今
津
大
泉
坊
見
學

六
日
正
午
今
川
橘
に
集
ま
る
者
約
二
十
名
、
◇
ハ
ス
に
て
今
津

ま
で
行
き
も
大
泉
坊
ま
で
約
牛
里
を
歩
く
。
本
坊
は
登
志
山
哲

願
寺
四
十
二
坊
の
一
に
し
て
榮
西
祁
師
が
渡
支
前
後
に
逗
制
し

令

た
所
、
寺
喪
は
幽
喪
に
指
定
さ
れ
た
も
の
多
く
次
の
や
う
で
あ

る
。
紙
本
墨
書
法
華
經
十
巻
、
榮
西
目
雑
将
願
寺
孟
閑
盆
縁
起

一
巻
、
蓋
裏
に
「
延
祓
二
年
杭
州
油
Ｍ
棟
梁
祁
口
柵
金
家
迭
」

と
書
か
れ
た
純
筥
一
合
も
五
代
の
央
越
王
錐
弘
似
が
造
り
我
幽

に
も
五
百
韮
配
分
せ
ら
れ
た
と
博
へ
ら
れ
現
存
せ
る
も
の
は
継

か
に
二
基
と
言
は
れ
る
中
の
一
つ
で
あ
る
蛾
製
錐
弘
侃
八
茂
四

千
塔
一
基
、
他
に
楽
西
所
持
の
獅
鈷
・
桃
子
等
を
誠
す
。
な
ほ

蒋
願
寺
辻
立
縁
起
を
載
せ
る
に
次
の
や
う
で
あ
る
。

霊
山
東
北
日
本
鋲
西
太
宰
府
遥
志
嘩
縣

梨
報

彙
：
報

夫
天
地
無
初
而
以
迭
作
法
嬉
初
世
心
法

無
慨
而
以
異
悟
理
祁
慨
也
無
初
無
催
之

物
猫
諭
初
諭
髄
乎
有
庭
有
形
之
寺
寧
不

訓
起
廿
乎
所
以
無
願
寺
者
依
仲
原
氏
太
娘

之
願
樂
而
所
同
祢
梢
笂
将
之
建
立
也
其

女
弟
子
歳
始
三
十
有
凹
而
深
獣
女
身
歎
於

五
味
之
求
常
願
佛
硬
蕊
於
九
品
之
蓮
愛

係
心
於
彌
陀
八
醐
之
和
海
發
丈
六
刻
彫

之
需
凝
思
於
淨
刹
金
繩
之
罪
逆
企
方
丈

建
立
之
願
故
號
日
哲
願
寺
也
張
唯
二
季
，

庚
筑
五
月
一
日
始
發
願
紡
審
表
三
糎
哲

一
欲
迩
丈
六
猟
陀
像
二
欲
薊
大
般
若
妙
典

一
二
欲
供
法
華
持
者
千
人
一
需
共
後
永
安
元
季
辛

卯
十
月
日
呼
取
刑
州
小
縣
杣
人
某
叩
誹
丈

六
御
索
木
罪
即
宛
行
新
米
十
三
叫
然
後
先

二
十
鹿
入
山
而
不
得
腫
木
及
錐
一
二
度
家
示

現
如
夢
敦
至
到
而
兄
之
正
栂
眞
木
是
則
蝿
声

陀
之
鯉
瑞
先
令
現
弟
子
之
橘
願
絡
可
途
之

所
致
也
同
二
季
夏
秋
迩
材
木
九
土
支
了
同
三

季
三
月
十
八
日
庚
戊
尼
禰
火
眼
析
鱒
反
米
斧
始

佛
倣
了
同
五
月
三
日
叩
午
佛
後
光
中
椛
那
雨
人

如
栢
字
彫
付
之
満
足
七
十
日
之
川
佛
師
椛
主
共

一
二
七

今
津
ロ
番
願
寺
創
建
維
起

、

〆
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今
憾
傳
後
代
録
繰
起
而
己
安
元
元
季
太
歳
乙

、
、
未
十
月
二
十
五
日
壬
寅

講
演
含
並
び
に
研
究
霊
表
酋

桑
報

糀
勤
勇
猛
無
味
礦
同
月
二
十
八
日
功
罪
同
四
季

八
月
二
十
四
日
戊
寅
塁
術
土
朏
廿
鮮
日
錐
斧

始
之
同
五
季
改
安
元
十
月
二
十
三
日
庶
子
輔
術
日
腿

甘
露
辰
敬
以
途
供
菱
紫
煙
了
怖
前
州
日
雌
山

入
店
法
師
榮
西
卿
之
弼
阿
閣
梨
而
申
胎
金
雨

部
合
行
之
齊
席
干
是
立
冬
入
月
之
後
瓜
罫
不

靜
不
似
倒
季
冬
至
之
昨
然
常
余
之
日
無
風
而
巻

雲
有
耀
而
收
映
殆
可
訓
非
日
乎
逝
俗
成
市
賢

愚
澄
心
此
即
彌
陀
之
鍵
嶮
掲
涌
椛
那
之
偏
力
所
“

招
欺
又
大
般
若
經
一
部
六
百
巻
術
漢
家
之
李

共
日
附
題
了
供
持
者
未
滿
大
数
乎
凡
慨
伽
藍

建
立
地
相
者
干
北
峠
商
山
堅
塞
夜
叉
鬼
門
也

干
南
湛
内
海
深
澄
八
功
徳
池
也
千
束
諜
野
岳

登
拝
明
星
出
現
也
干
四
通
洲
演
既
嬬
榧
樂
土

迩
也
前
則
有
屋
宅
竝
棟
下
化
衆
生
之
表
示
乎

後
則
有
家
漠
純
人
上
求
菩
提
之
槻
挽
乎
束
漢

背
龍
移
此
西
土
白
韮
現
此
且
依
持
日
之
番

願
且
任
今
世
之
結
撚
逢
一
噸
濟
万
差
干
昨

法
師
寛
智
齢
五
十
有
五
戒
仲
原
太
奴
得
蒜
子

笄
三
十
有
九
歳
所
生
男
子
四
人
女
子
四
人
也

《

卜

一
二
八

同
七
日
午
前
十
時
よ
り
祁
岡
市
川
幡
町
縣
致
育
含
館
に
て
委

貝
長
坂
松
俊
章
致
授
の
州
禽
の
挨
拶
の
下
に
、
午
前
中
は
右
志

の
研
究
發
表
、
午
後
は
誰
油
が
行
は
れ
た
。
稀
に
見
る
朧
愈
で

祇
宙
人
の
雁
史
惹
識
の
向
上
著
し
い
も
の
が
あ
る
こ
と
を
示
し

た
。

研
究
發
表
含

一
明
末
滿
洲
の
ガ
シ
ャ
ン
の
形
態
に
つ
い
て

畢
生
江
脇
蒜
雄

一
ラ
ン
ケ
の
欧
洲
膨
脹
流
、
辛
尚
重
義

一
太
宰
府
の
衰
退
と
博
多
磯
貝
保
茂

一
猫
逸
雁
史
學
派
に
つ
い
て
読
井
蛾
男

一
興
祁
寺
の
衆
徒
と
衆
中
鈴
木
止
一

一
晩
水
和
泉
守
と
久
研
米
藩
潜
學
王
丸
男

（
以
上
の
中
や
梗
概
の
集
り
し
も
の
は
次
頁
に
禍
ぐ
）

、

誹
淡
含

●
。

一
ロ
マ
ン
テ
イ
ク
の
雁
史
思
想

耐
毬
蜘
鍛
錘
新
附
長
英
氏

（
梗
概
は
雑
誌
「
現
代
」
十
月
雛
の
同
氏
筆
「
世
界
史
的
人

倫
の
形
成
１
大
來
亜
史
籾
の
椛
想
ｌ
」
を
見
ら
れ
た
し
）

一
日
本
思
想
に
於
け
る
自
然
と
常
然竹
岡
勝
也
教
投

｡

ノ
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（
本
誹
淡
は
辿
っ
て
「
河
野
禰
三
博
化
迩
朕
記
念
流
文
集
」

に
描
栽
の
豫
定
）

晩
餐
會

午
後
五
時
よ
り
天
抑
町
昭
和
ビ
ル
内
家
庭
食
錐
に
て
催
す
、

食
後
、
含
貝
の
近
況
報
告
あ
り
芯
七
時
散
介
℃
行
す
る
者
一
二
十

名
に
及
び
盛
愈
で
あ
っ
た
。

（
沖
上
把
）

一
、
明
末
滿
洲
の
ガ
シ
ャ
ン
の
形
態
に
就
い
て

今
内
、
０
．
ゾ
・
や
限
．
侭
に

〕
Ⅷ
隈
訳
１
ｍ
．
訂
・
マ
川
”
洞
對
や

浦
の
太
汕
の
勃
興
期
前
後
に
於
け
る
沌
洲
族
の
祇
命
組
織
、

細
濟
組
織
の
耶
位
を
な
す
も
の
は
ム
ク
ン
と
ガ
ン
ャ
ン
と
で
あ

る
が
、
そ
の
ガ
シ
ャ
ン
は
十
戸
内
外
の
妓
小
聚
落
た
る
フ
ア
ル

ガ
（
街
村
形
態
）
が
幾
つ
か
結
合
し
た
も
の
で
あ
る
と
云
は
れ

て
ゐ
る
。
今
日
我
々
は
ガ
シ
ャ
ン
に
就
い
て
の
明
雌
詳
細
な
る

史
料
に
接
す
る
こ
と
は
肘
雌
で
あ
る
が
も
た
図
代
か
に
そ
の
手

・
掛
り
を
典
へ
て
く
れ
る
も
の
と
し
て
申
忠
一
の
番
啓
と
、
滿
洲

，
漉
雌
及
び
滿
丈
老
階
に
散
几
す
る
ガ
シ
ャ
ン
に
棚
す
る
記
那
を

も
つ
の
み
で
あ
る
。

申
忠
一
の
諜
啓
に
繋
げ
ら
れ
た
部
藩
は
大
小
様
為
で
あ
る
が

‐
そ
の
中
ガ
シ
ャ
ン
に
比
定
し
将
る
も
の
を
幾
つ
か
見
出
し
得
る

そ
の
形
態
に
よ
っ
て
分
撤
す
る
と
大
催
次
の
様
で
あ
る
。

一
三
個
か
凹
個
か
の
近
隣
の
小
部
落
が
結
合
し
て
形
成
さ

梨
報

〃

１
１
１
才
１
１
■
胡
■
Ｐ
Ⅱ
６
Ⅲ

了
太
宰
府
の
表
迅
と
博
多

磯
貝
保
茂

中
世
に
於
て
博
多
が
商
業
都
市
と
し
て
茶
え
、
日
鮮
、
日
明

叉
易
に
於
て
常
昨
唯
一
の
閏
際
港
と
し
て
繁
桀
し
博
多
商
人
の

能
動
的
腱
附
を
み
る
に
至
り
Ｄ
多
く
の
有
力
な
る
商
人
を
搬
出

し
、
椰
多
は
我
が
武
易
史
上
亜
聖
な
る
位
泄
を
占
め
る
に
至
る

一
二
九
＄

れ
て
ゐ
る
も
の
で
そ
の
各
部
落
に
夫
為
防
禦
施
没
と
し

て
歴
問
な
水
柵
を
も
つ
家
が
一
三
戸
存
在
す
る
も
の
・

二
一
個
の
部
落
の
み
に
よ
っ
て
一
ガ
シ
ヤ
ン
を
形
成
し
て

ゐ
て
ｂ
そ
の
部
落
中
に
前
者
と
同
じ
く
堅
問
な
防
蕊
施

没
を
も
つ
家
が
存
在
す
る
も
の
・

三
一
州
の
部
落
で
一
ガ
シ
ャ
ン
を
成
し
、
そ
の
部
落
の
背

後
川
地
等
に
土
城
、
石
城
等
の
防
禦
投
伽
を
打
ち
そ
の

巾
に
ガ
シ
ャ
ン
ダ
の
家
族
の
住
居
が
あ
る
も
の
・

川
ガ
シ
ャ
ン
の
粂
戸
が
土
城
、
石
城
等
の
中
に
住
脈
十
る

釘
も
の
ｏ

之
等
の
形
態
は
ガ
シ
ヤ
ン
の
雁
火
的
な
發
腱
過
稚
を
啼
永
し
て
．

く
れ
る
様
で
あ
る
が
、
更
に
ガ
シ
ャ
ン
の
内
部
的
椛
成
と
も
州

聯
し
て
ゐ
る
も
の
と
忠
は
れ
る
。

浦
棚
創
業
期
趾
命
の
研
究
、
就
中
八
族
の
牛
象
制
の
研
究
に

は
牛
象
へ
の
發
腱
的
組
織
へ
の
根
幹
的
な
築
剛
と
し
て
の
ガ
シ

ャ
ン
研
究
は
妖
く
こ
と
の
出
来
ぬ
一
課
迦
で
あ
る
と
楯
ず
る
。

、

L
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蝿や、鴇８望ｕ一狸三澤ど三詩登穐 卓９登狸〃玉蝶謹、豊Ｋ砦制御急与 華畏蝿へい、↑１．１器掲ⅢＰ逗慧韓誤命

濱、や舟開ゼ９鵠曽等隷・鶚器や舟 ノー淵剖逗Ｕ一曽豐嶺貫螢Ⅱノヘ《蛸９遥三、ノや

重辿時やゆ篭雪一岳、ノ１－‐９侭迄や道Ⅱ鐸

農命三浬や筈静牒桓やⅡ型べＰやｓＵ－１－‐貢

弾くく獣誉念窪州》》》確畢》吟酔側誹》

ｓや細君料

苣望運Ｐ淵

ゞ登ｆ蚕亀簔穐亀課一息ｓ愚涛室＆〃今ロ削幻

○雲渥志望網』一一蝿や際涛嶺但担ｓＰ制口傷謹

Ⅱ室嶺９村一望鵲得ＪＫ叢雲Ｒ、ヨ異胃一一宝隠鵲

畠雪蕊ニベヨ幻Ｐ国・咋一↓喋国舟起兵器Ｎ、昏掌

》恥李》》封畔梺縫》》琴》錐礒匪

橲迂蝋坪９

勺Ｐ群Ｐ熱

諜熱望Ｊ堂

雪登以窒筈今嘩畏叩一祷判等ｕ‐謹鵲や墓判掌望

舗〉（細濤這竺ｗ９韓刈一芝へぃゼや９拙営や細

三星川冨諜菖埋辿浄営造’一‐莞慧三挺や崇三雀

恕謬〃鑿運。・幻課一員浄、川ｕ鵲９八ｙ辿藪磐一準

妥毒ＰＳ以心、１慧淫・蝉鑿ご超弛一’９迫拒《一一超三摂

篝重りど剖得詩Ｋ榑牒聿竺‐祇一‐坪韓剖ｇ爵９

９女詞運叩Ｐ・堂Ｋ室課一ｓ掌『一｛ⅣＡ

ョ弟ヨＰＳ勾幻堂細機や睾命吐剤蝿Ｑ剤や網呈憧坪

剖剖篝旦員翌望器簔。涛蝿わ到凸《や蝿凸↓Ｑ器螺９

暑ミ景幻憾魂恒殺翌蝿１列窯剛』一｛国頭岸一一狸浬鼠墨》｛

璋却摂謹さ誤謎命宣偲側灸以Ｐ細熱浬細亀９群橦淵

諜鵜割、志里ヨ祭や型や」当ど弓塵剖さ篭当昌Ｑ割辿

窪榊偶Ｑ壹京蝿削ＰＱＫ負堂揖鵲ノー心望却逗蝿器心

牌Ｐ銀Ⅳ淵辿や霜害裡響Ｊ誤判Ｋ蝿七章園罰鼠Ｐ烏

、〃ン響〆辿報剤士辿八Ｍ閨斗執弓試雲海熱意篭〉細

淵蓑い‐号埼斗會網熱照星智ｕ‐淵淵浬以や一幻Ｑ留負窒

聖錘些細罐拳》斡〆罎叫澤岬部塞裡罐準學呵罪確必壁

『一《課逵細嵯豈くり一言呉雪やや器紫奏稿蝋謂通道、蝿，

鶚心至謹至揖暹到・垣ＰＱＱＫ細堂↓心堂漫Ｐｕ得鼠

毒識酬誌畢坪奉咲如哩諏率轆恥究塞總律岬鐸學認畔嘩

以心帯迄鞘曼風雪淵魂器開会劇９顎。望準急９挺や

列や拒帯津Ｐ倉餐以頭ＫＵ－揖堂器晨ゆき〆圭、劉亀り

り料・誤ＳＦ肉剖蝿遷ｒ心負蕊鵲靜櫓Ｓ汐心事ヨム↓

獄Ｐ誉心逼剖Ｊ割皇糸さ型畏蕊三ｓ興亨蒋寒到牟卸』一一

農知得靹弐幻菫題細却“雲垣竺９坪割９諜鼠畏澤劇細

心譜や堂『一一菫泣穐どや掛哨〉当垣量呉繧漫ｏＰ言、

得ヨ壗当〆曼戸痘堂幻禎剖当三髻当（ぃ垣当裡旦辿登

や９Ｋ弓岐誓旧景螺凸《Ｐ‐Ｊ，ご午詩心淵鼠銅。‐・器罠Ｑ

Ｑや蝿呉寒蕊当Ｑ射》一｛〉ヨ．箇澤Ｋや旦懲や凋騏細望

奔

ノ
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分
幸
電
ｘ
雑
事
記
進
享
元
年
十
二
月
十
九
日
條
に

ｇ
、
。
●
●
⑤
●
①

寺
住
衆
徒
等
栫
式
兵
罷
向
、
云
誰
衆
、
云
郷
比
等
辿
散
了
、

と
記
し
、
そ
の
翌
日
廿
日
條
に
は

●
●
。
●
●
●

昨
日
帯
武
具
於
衆
中
老
悉
以
可
加
罪
科
、

と
記
し
て
ゐ
る
事
に
よ
っ
て
衆
平
は
寺
住
衆
徒
と
い
・
ず
℃
の
で

あ
る
燕
が
分
る
。
然
し
雑
郡
記
に
は
衆
徒
と
衆
中
の
剛
諦
は
碓

亜
に
唾
別
し
て
使
川
ざ
れ
て
ゐ
な
い
で
、
吸
々
混
川
さ
れ
て
ゐ

る
。
従
っ
て
衆
徒
即
手
っ
米
平
と
老
へ
ら
れ
払
い
が
も
そ
れ
は
課

り
で
あ
る
。
例
へ
ぱ

伽
明
日
＃
住
衆
徒
赤
日
誰
．
頭
竹
内
尭
蒋
致
北
〈
沙
汰
（
癖

。
、
●
●

鄙
他
作
二
・
）

②
衆
徒
赤
日
渉
、
頭
光
秀
致
共
沙
汰
（
銅
痙
棚
一
一
一
・
）

●
●

③
衆
叩
赤
日
群
、
筒
井
律
師
狐
役
云
哩
（
唖
攻
秘
拙
・
）

■
●

の
如
く
同
一
の
赤
日
誹
に
つ
い
て
三
椎
の
柵
が
使
川
さ
れ
て
ゐ

る
。
②
と
③
に
よ
っ
て
衆
徒
と
衆
中
の
而
紙
が
混
川
さ
れ
て
ゐ

る
郡
が
分
る
し
、
②
の
衆
徒
は
い
の
寺
住
衆
徒
の
略
川
で
あ
ら

う
と
老
へ
ら
れ
る
。
術
③
と
⑩
に
よ
っ
て
衆
中
と
は
寺
住
衆
徒

を
指
し
も
川
合
衆
徒
を
含
ま
ぬ
も
の
で
あ
る
郡
が
分
る
。

狐
て
次
に
衆
中
の
任
務
と
し
て
は
吐
頭
・
寺
川
を
防
禦
す
る

と
い
ふ
郡
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
例
へ
ぱ
室
町
岬
代
に
頻
發
し
た

徳
政
一
撰
を
鋲
雌
し
て
采
の
南
都
に
及
ば
ぬ
様
に
す
る
と
い
ふ

の
で
あ
る
。
叉
衆
中
は
奈
良
中
の
治
安
を
維
持
す
る
と
い
ふ
弊

堀
一
上
割

服

日

黍
的
任
務
を
持
っ
て
ゐ
た
。
こ
の
搾
察
的
祇
動
の
郡
を
術
時
の

喬
莱
で
は
椎
断
と
い
っ
た
の
で
あ
る
が
、
検
断
の
問
題
に
つ
い

て
は
こ
Ｌ
で
は
鯛
か
な
い
郡
と
す
る
。
そ
の
他
衆
中
は
券
日
若

営
祭
概
や
薪
能
、
そ
の
他
の
利
率
・
法
愈
を
奉
行
し
た
の
で
あ

る
Ｏ
か
う
い
ふ
任
務
を
も
っ
た
多
数
の
衆
中
を
統
制
し
、
支
配
す

る
渚
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
憎
符
衆
徒
と
云
は
れ
る
も
の
で
、
又

宙
務
衆
徒
、
禰
符
棟
梁
等
と
も
云
は
れ
て
ゐ
る
。
こ
れ
は
衆
中

の
中
か
ら
僻
に
逃
ば
れ
た
二
十
人
の
器
川
の
仁
で
、
彼
等
は
寺

務
の
代
術
と
し
て
油
動
し
、
寺
務
の
命
を
う
け
て
稔
断
を
行
ひ

祁
郡
・
法
命
を
奉
行
し
た
。
任
期
は
三
ヶ
年
と
い
ふ
の
が
原
則

で
あ
っ
た
。
衆
中
は
凡
て
の
鮎
に
於
て
こ
の
愉
符
衆
徒
の
支
配

を
う
け
た
の
で
あ
る
。

蛾
後
に
衆
徒
の
特
蹴
と
も
い
ふ
べ
き
も
の
に
「
峰
起
初
」
と

い
ふ
も
の
が
あ
る
。
こ
れ
は
毎
年
正
月
十
六
日
に
行
は
れ
る
古

来
の
催
式
で
、
衆
徒
蛛
起
初
と
い
は
れ
る
も
の
で
あ
る
。
峰
起

と
い
っ
て
も
武
力
的
な
行
動
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
く
、
一
．
ゞ
面

は
ど
衆
徒
の
總
介
と
で
も
い
ふ
べ
き
も
の
で
、
寺
住
衆
徒
即
ち

衆
中
と
川
合
衆
徒
が
大
湯
屋
に
命
合
す
る
の
で
あ
る
。
彼
等
一

錐
に
相
寄
り
祁
築
っ
て
大
い
に
鍼
勢
を
繋
げ
や
懇
親
を
深
め
る

と
い
ふ
意
味
の
も
の
で
あ
っ
た
様
で
あ
る
。
そ
の
命
す
る
人
数

は
年
に
よ
り
一
定
し
て
ゐ
な
い
が
、
暹
享
二
年
に
は
三
十
人
程

明
雁
二
年
に
は
五
十
人
狸
参
難
し
て
ゐ
る
。

一
一
一
一
一
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、

四

β

グ

言

、

電

以
上
は
與
刷
寺
の
衆
徒
と
衆
中
の
惟
硬
を
全
而
的
に
明
ら
か

に
し
た
の
で
は
勿
論
な
く
、
そ
の
一
斑
を
述
鑓
へ
た
に
す
ぎ
な
い

柳
を
お
断
り
し
て
お
き
た
い
。

梨
蠅

然
し
例
外
的
で
は
あ
る
が
正
〃
十
六
日
以
外
の
日
に
も
雌
起

初
の
行
は
れ
て
ゐ
る
郡
が
あ
る
。
例
へ
ば
遮
稗
三
年
六
月
竹
六

日
、
永
正
四
年
七
月
四
日
に
姉
起
初
が
あ
り
、
而
も
こ
の
雨
年

の
正
月
十
六
日
に
も
蜂
起
初
が
行
は
れ
て
ゐ
て
、
一
年
に
二
皮

●

行
は
れ
た
燕
に
な
っ
て
、
二
度
日
の
も
の
は
峰
起
初
で
は
な
い

課
で
あ
る
が
、
こ
の
同
一
年
度
に
於
け
る
雨
度
の
雌
起
初
に
は

如
何
な
る
關
係
が
あ
っ
た
か
は
今
の
所
肌
ら
か
に
す
る
郡
が
出

来
な
い
。
又
衆
徒
蛛
起
初
は
「
衆
小
峰
起
初
」
と
云
は
れ
て
ゐ

る
場
合
が
あ
る
。
こ
れ
は
川
合
衆
徒
の
加
は
ら
な
い
寺
住
衆
徒

の
み
の
も
の
で
あ
っ
た
と
忠
は
れ
る
。
又
「
愉
符
衆
徒
蜂
起
初
」

と
い
は
れ
て
ゐ
る
燕
も
あ
る
が
、
こ
れ
は
悔
符
衆
徒
だ
け
の
そ

れ
と
解
し
た
の
で
は
意
味
を
な
さ
な
い
。
こ
れ
は
愉
符
衆
徒
が

蜂
起
初
の
俵
式
の
指
導
的
立
場
に
あ
っ
て
軌
行
し
た
も
の
と
解

し
て
は
如
何
で
あ
ら
う
か
。

兎
に
角
峰
起
初
は
後
世
迄
狸
く
紙
い
て
行
は
れ
て
を
り
、
天

正
八
年
維
川
信
暹
の
大
和
検
地
に
よ
っ
て
典
祁
寺
は
決
定
的
に

没
落
し
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
以
後
も
絞
行
さ
れ
て
ゐ
る
。
既

匡
こ
の
頃
の
も
の
は
蜂
起
初
の
本
來
の
意
義
を
持
た
な
い
の
は

勿
論
で
あ
っ
て
、
・
軍
に
形
式
的
な
行
那
と
し
て
懐
古
的
な
存
在

と
な
っ
て
ゐ
た
事
で
あ
ら
う
。

L

’

蕪
末
久
認
米
藩
に
於
け
る
勤
王
家
に
し
て
、
維
新
川
天
の
大

業
に
庭
し
た
節
一
人
者
腫
水
保
臣
は
、
其
の
好
學
心
竝
に
識
池

の
大
な
り
し
郡
が
、
術
昨
久
計
米
に
於
け
る
新
押
識
、
姑
め
て

剛
方
鴇
畢
を
附
い
た
工
膝
誰
同
と
親
交
を
結
ば
し
め
、
共
の
時

術
に
慌
弧
ル
て
一
家
の
嫡
人
は
其
の
手
に
委
ね
る
と
共
に
、
又

之
匡
就
て
海
外
の
壯
勢
、
西
洋
學
術
に
州
す
る
新
知
識
を
吸
收

し
Ｄ
か
れ
て
米
藩
僻
學
の
郡
に
も
關
心
を
持
つ
に
至
っ
た
の
で

あ
る
。
従
っ
て
弘
化
三
年
藩
主
有
賜
加
永
に
上
脅
せ
る
凹
祁
仙
條
中

「
大
計
之
部
」
に
は
二
、
大
に
學
制
を
立
つ
る
郡
、
附
り

縣
蟠
航
を
雄
、
鰐
制
を
定
む
る
郭
」
と
あ
る
。
更
に
名
荊
加
永

の
瓶
推
を
辿
る
氷
藩
時
界
の
乢
操
が
保
匝
を
し
て
愈
為
祷
制
の

刷
新
、
揺
育
の
正
典
性
を
痂
感
せ
し
め
し
郡
は
、
後
年
藩
制
改

敢
意
兄
を
述
曇
へ
し
「
秘
錐
」
中
、
「
嫡
人
あ
り
と
て
動
も
す
，
れ

ぱ
他
藩
に
僻
を
術
ふ
こ
と
Ⅸ
子
の
勝
に
て
は
可
然
こ
と
な
が
ら

叫
慨
を
破
る
に
近
し
」
と
あ
る
に
錘
ひ
得
る
。
丈
久
二
年
七
月

伏
見
寺
川
原
の
鍵
に
非
挫
折
し
郷
里
に
護
送
紘
蕪
さ
る
坐
や
、

藩
怖
岫
に
艇
為
上
番
し
、
彼
の
「
維
新
秘
策
」
、
「
秘
錐
」
の
如

き
も
こ
の
拘
推
中
の
執
飛
と
市
は
れ
、
こ
の
中
に
於
て
は
殊
に

一
、
踵
水
和
泉
守
と
久
詩
米
藩
膳
學

一
一
一
一
一
一
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雪 片 帯 び 言 ８ ｓ 令 舜 蔭 簾 箒 爵 塁 飼 聿 卦 望

后 逗 蓄 辞 嘩 戸 ・ 諒 戟 葛 Ｓ 蛎 緊 Ｊ ｇ 露 蔑 滞

辨 筈 再 ６ 弾 で 藻 牒 炉 ・ 畔 融 Ｓ 娯 菫 ・ 鑿 雲 誰

斗 箒 言 舜 講 八 令 羊 言 鶚 言 聯 Ｓ 齢 酋 燕 詩 接

ら 丙 澪 ご 弓 ヅ Ｓ ご 〈 Ｆ 時 叢 河 く さ ト ブ ‐ ｜ ，

・ 置 戸 ・ 諒 望 声 割 侭 汁 緯 時 澤 畔 寄 謬 鮮 壽

僻 夢 祠 譜 ‘ 聖 削 蚕 か 八 宙 祠 詰 蕊 蕊 蓋 Ｓ

昔 鴬 農 震 器 瑞 罵 戟 Ｊ 学 卦 岬 露 時 く 誰

汁 ６ 鴬 肖 藷 蛎 蕊 ず 蕊 戸 ９ Ｆ 気 一 恥 序 針

椰 癖 辨 罰 濟 耐 率 辮 応 酬 轄 罫 《 辮 率 浄 一 、

僻 吋 鴎 倖 窮 八 員 再 １ ． 割 讃 蛎 〈 謙 八

》 雫 》 》 》 尋 嘩 《 》 雫 鵠 俸 鐸 端 押 判

ヴ 堂 津 作 Ｓ 蚕 当 呼 否 群 零 Ｆ 万 八 ｍ 涛

撃 量 ” 万 涛 琳 計 時 謝 缶 時 ・ 号 貯 溝 Ｓ － ｎ

葺 判 第 万 封 諄 震 ず 序 三 雪 い ご Ｓ 零 Ａ

鈴 ｓ 〈 ず 仔 景 諜 匡 Ｆ 蕪 三 甜 云 嘉 犠 漂

祠 蝋 濤 夢 舜 謄 Ｆ 埠 蚕 岸 發 ・ 鴬 森 貯 岸

壁 ． 勝 爵 ‐ 一 妬 巨 万 ｄ 卉 爵 Ｆ 窮 諒 窮 制 ご 岸

Ｆ ９ 畔 黙 汁 領 員 謡 溺 夢 三 ｓ 今 捧 留 串
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同 斤 ・ ｄ － ｎ Ⅲ 万 作 導 罫 ・ 匡 溌 母 八 淵 時
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澤 母 要 ・ 謄 画 ｓ 〈 腎 八 涛 情 員 再 葺 均 ‐ 宝

導 か 、 謹 再 雲 耀 Ｉ 鳶 謂 ｆ 再 掛 需 濤 濤 緤

、 薄 Ｓ Ｆ ・ 重 需 衞 畔 室 祠 揖 緊 灘 岬 ｄ 畔

押 “ 三 〈 器 時 ． ｜ ｎ 三 時 添 一 、 懐 僻 諜 零 零

罵 器 Ⅲ 誤 諸 衰 周 冷 製 澪 八 壱 罫 ‐ 一 ↓ 卉 窮 Ｆ

昔 諜 一 一 Ｈ － ｎ 号 両 Ⅲ “ － ， 頁 宮 偉 卑 詩 一 ｎ ．

汁 窮 昔 院 議 号 ↓ 鷲 ‐ 一 ‐ 割 Ｆ 弗 汽 戸 鴬 窮 母 計
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片 濯 押 掛 詞 煮 Ｓ 卉 鴬 窮 嶺 誤 Ｓ 鴬 匡 僻 埠

産 課 戸 ｊ Ｓ 三 《 言 壼 懐 時 ｓ ８ 営 繧 一 九 菅 ヰ

ジ 弄 聖 八 蜀 画 石 戸 革 医 淵 ｓ 菜 岸 壺 馬 時

作 万 鶚 融 絢 ‐ 一 ↓ 叫 び ６ 斗 朧 Ｈ 万 行 ． Ｆ 営
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1

虹
凸

、

11

錐
一
二
Ｍ
卑
洋
史
研
究
念
を
昭
測
十
七
年
七
〃
○
日
蛎
七
淡
習

室
に
於
い
て
行
っ
た
。
丞
松
教
授
、
日
野
助
教
技
他
畢
生
六
名

出
肺
。
左
に
研
究
發
表
の
梗
概
を
謹
表
者
の
手
記
に
依
っ
て
示

す
と 今

川
は
毎
辿
木
曜
日
「
祁
皇
正
統
把
」
識
戒
称
を
催
し
、
研

究
發
表
は
行
は
な
か
っ
た
。

一
、
幼
方
血
吉
氏
「
南
家
本
柵
興
亡
史
」
に
つ
い
て

森
迩
男

那
的
な
特
色
即
ち
家
内
工
業
と
し
て
或
は
又
一
、
一
三
フ
ア

ク
チ
ャ
ー
と
し
て
の
支
那
棉
業
の
特
礎
を
取
ら
ね
ば
な
ら

な
か
っ
た
か
を
簡
耶
に
耐
ず

右
諭
丈
の
紹
介
を
兼
ね
、
十
八
世
紀
後
牛
よ
り
十
九
世
紀

初
頭
に
於
け
る
支
那
棉
業
と
、
産
業
革
命
寸
前
の
英
國
に

於
け
る
椛
業
と
を
比
岐
考
察
し
、
如
何
に
支
那
棉
業
が
支

東
洋
史
研
究
命

恢I

梁

史
學
命 雑

f

｜

そ
の
中
で
シ
ュ
レ
ー
ゲ
ル
は
義
淨
の
教
へ
た
南
海
諸
州
の
十

一
を
取
り
上
げ
る
。
彼
は
、
多
く
商
柿
氏
の
考
定
を
反
駁
し
っ

上
曰
く
、
「
斯
く
て
我
左
は
多
く
の
南
海
の
腸
為
の
中
、
義
淨
が

自
ら
、
足
を
踏
ん
だ
の
は
唯
ス
マ
ト
ラ
東
洋
も
一
、
レ
イ
牛
腸
だ

け
で
あ
り
、
彼
の
著
齊
に
現
れ
る
多
く
の
図
為
は
唯
、
彼
の
仰

聞
に
基
く
の
み
で
あ
る
。
印
度
に
赴
い
た
多
く
の
狐
迷
無
柵
な

る
支
那
徹
侶
の
中
で
義
淨
も
正
に
、
そ
の
蛾
も
無
智
な
る
も
の

Ｌ
一
人
で
あ
る
。
彼
は
訪
れ
た
幽
為
の
地
理
や
風
俗
に
脱
し
て

は
全
く
盲
目
に
等
し
か
っ
た
、
そ
れ
故
彼
の
デ
タ
ラ
メ
な
記
錐

は
、
こ
の
鮎
で
治
ん
ど
無
俄
値
で
あ
る
。
」

そ
し
て
、
婆
魯
師
、
未
羅
遊
、
英
詩
信
、
謡
陵
℃
哩
咽
、
盆

盆
も
婆
里
、
掘
倫
、
佛
逝
杣
維
℃
阿
悲
、
未
迦
漫
の
十
一
風
は

凡
今
へ
て
、
ス
マ
ト
ラ
陽
、
そ
れ
も
束
岸
の
み
、
然
壷
七
ず
ん
ば
↓
、

レ
イ
牛
陽
、
即
ち
、
義
淨
の
足
の
踏
ま
れ
た
庭
に
在
ら
ざ
る
べ

か
ら
ず
と
な
し
、
こ
の
條
件
に
よ
っ
て
相
禰
無
理
な
比
定
を
敢

行
し
て
暗
る
。
例
へ
ば
℃
錐
一
の
婆
智
師
（
野
８
ｍ
）
に
つ
い

て
は
℃
新
麿
番
に
明
ら
か
に
現
れ
て
居
る
ス
一
、
ト
ラ
四
半
の
麺

二
、
弓
冒
口
噛
己
興
○
（
石
８
）
に
於
け
る
Ｑ
，
砕
冨
眉
①
あ

ご
弓
ず
①
○
匡
鼻
鼻
⑦
四
目
号
①
房
毎
口
ｇ
ｏ
命
切
屋
営
鼻
昌
ご
こ

●

つ
い
て

一
三
四

辻
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名
の
図
を
否
定
し
、
十
七
世
紀
初
莱
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
、
オ

ラ
ン
ダ
人
の
探
臓
地
間
な
ど
を
引
っ
ぱ
り
出
し
て
Ｄ
あ
く
ま
で

こ
れ
を
、
ス
マ
ト
ラ
の
東
洋
に
求
め
、
冒
口
冨
島
上
に
之
を

求
め
ん
と
さ
へ
し
て
居
る
。
以
下
同
様
な
方
法
に
よ
る
。

義
淨
は
、
そ
の
若
で
、
こ
れ
ら
の
諸
州
を
数
へ
る
に
備
っ
て

「
西
よ
り
之
を
数
ふ
れ
ば
」
と
云
っ
て
居
る
の
で
あ
る
が
も
こ

の
こ
と
ば
は
シ
ュ
レ
ー
ゲ
ル
に
よ
っ
て
「
こ
れ
ら
の
地
名
は
決

し
て
地
那
的
な
る
順
序
に
よ
っ
て
並
。
へ
ら
れ
た
も
の
で
は
な
く

彼
の
所
謂
雌
間
の
問
題
、
即
ち
、
そ
れ
ら
の
地
の
住
民
が
、

旨
望
四
の
胃
ぐ
房
昏
昌
錘
ｐ
ｏ
冨
冒
も
し
く
は
留
日
日
置
己
罰
冨

〆

を
奉
じ
て
居
る
か
、
否
か
の
偶
然
的
な
關
係
に
よ
っ
て
並
べ
ら

れ
て
居
る
に
過
ぎ
な
い
」
と
断
定
さ
れ
る
。

韮
淨
を
頭
迷
無
将
と
す
る
の
は
、
早
計
で
あ
り
、
猫
断
で
あ

り
、
頑
迷
で
あ
る
。
地
理
、
風
俗
に
閥
し
て
は
、
戒
律
と
の
棚

係
に
於
い
て
で
は
あ
る
が
、
棚
怖
詳
細
、
正
確
に
僻
へ
て
勝
る

そ
の
上
か
彼
は
、
室
利
佛
逝
を
Ｗ
度
跡
れ
、
策
二
Ｍ
川
の
滞
在

は
七
年
の
曇
さ
に
渡
っ
て
居
る
。

そ
の
彼
の
「
西
よ
り
数
へ
る
」
十
一
州
を
、
飽
く
ま
で
、
彼

自
身
の
通
過
し
た
地
た
ら
ざ
る
べ
か
ら
子
と
な
し
、
更
に
、
そ

の
順
序
を
地
皿
的
に
否
定
す
る
の
は
、
班
解
し
難
い
條
件
で
あ

ヲ
。
○

以
上
、
南
海
研
究
史
上
初
期
に
厨
す
る
先
人
の
一
労
作
の
回

収
と
紹
介
に
止
ま
る
が
、
以
後
四
十
年
川
に
於
け
る
斯
學
の
長

典
報

」

足
の
進
歩
の
前
に
、
た
と
へ
純
然
た
る
過
去
の
迩
物
で
は
あ
る

と
し
て
も
我
為
は
更
一
卜
そ
の
方
法
論
に
倖
大
な
る
捨
石
を
盛
ぜ

ざ
る
を
得
な
い
。

四
、
支
那
中
枇
に
於
け
る
佛
寺
の
金
融
機
關
に
就
い
て

亜
松
俊
章

支
那
中
世
時
代
に
佛
教
徒
の
金
融
機
棚
と
し
て
各
地
の
遮
刹

大
寺
に
硬
庫
が
設
立
せ
ら
れ
、
そ
れ
ら
を
典
庫
（
解
典
叩
）
、

無
稚
職
（
院
）
、
曇
生
銭
（
庫
）
な
ど
Ｌ
呼
ん
で
ゐ
た
こ
と
は

よ
く
人
の
知
る
庭
で
あ
る
。
勿
論
此
等
機
附
の
經
将
者
は
傭
侶

で
あ
り
、
〃
そ
の
岱
出
の
對
手
た
る
典
零
は
佛
教
偏
徒
が
中
心
で

は
あ
っ
た
ら
う
が
、
引
い
て
は
一
般
庶
比
に
も
及
ん
で
ゐ
た
の

で
あ
る
か
ら
、
支
那
中
仙
塒
代
の
牡
竹
政
錐
的
金
融
機
剛
と
し

て
之
等
の
佛
寺
碗
庫
は
頗
る
注
川
に
他
す
る
も
の
で
あ
る
。

超
世
川
的
な
粘
祁
生
活
を
僻
む
佛
寺
伽
轆
に
於
て
は
鋳
利
的
な

金
融
事
業
な
ど
は
術
然
允
る
さ
れ
て
な
い
筈
だ
が
、
末
の
沙
門

遊
減
の
秤
氏
要
随
（
巻
中
）
に
は
三
喪
物
の
題
下
で
佛
の
戒
律

を
引
い
て
之
等
典
庫
の
由
來
を
述
べ
て
を
る
。
即
ち
、

三
喪
物
○
十
耐
律
云
。
以
二
佛
堆
物
一
・
出
し
思
聰
し
之
。

一
三
五

三
、
渤
海
、
金
の
雄
図
と
教
化
地
方
の
産
鐡

日
野
助
敦
技

（
本
職
に
論
文
と
し
て
掲
載
し
あ
り
）

b

』

ノ

〆



茸

没
の
一
郡
業
と
し
て
佛
寺
山
門
に
於
て
礎
庫
が
州
批
さ
れ
て
ゐ

た
。
南
宋
の
陸
排
の
老
雛
稚
轆
記
（
巻
六
）
に
よ
れ
ば
、

○

○

○

今
仙
寺
脈
作
し
庫
。
賀
し
銭
収
し
利
。
洲
↓
一
之
垂
生
庫
一
。
至

備
二
郡
悪
一
・
予
案
、
梁
ノ
頚
彬
。
榊
以
一
束
苧
一
・
就
二
踵
沙

寺
雌
一
・
唾
し
銭
。
後
賊
レ
苧
迩
。
・
於
巽
苧
中
一
・
・
得
二
余
五

両
一
・
進
二
遼
之
一
・
川
此
那
亦
Ｕ
久
爽
。
応
怜
所
し
鯛
古
今

一
し
援
・
可
二
没
し
法
雌
絶
一
し
之
灸
。
、

と
、
・
之
と
同
様
の
丈
は
亦
、
南
末
果
紳
の
能
改
齊
浬
録
（
巻
二
）

に
も
兄
え
て
ゐ
る
が
、
之
等
の
把
郡
に
依
る
と
佛
寺
の
硬
雌
は

難
雑

Ｃ
三
供
養
佛
物
僻
祇
云
・
供
養
佛
雄
参
。
聴
三
哩
二
災
香
油
部
・

○
○
○
．

猶
多
者
。
粟
Ⅸ
。
黎
砥
無
い
い
一
即
挺
生
鑑
。
和
琴
・

母
滋
生
。
故
無
雑
。

○
通
汀
問
云
。
佛
物
得
三
庇
没
取
二
供
韮
典
一
、
，

と
あ
り
、
同
探
（
巻
下
）
『
寺
院
踵
生
銭
』
の
條
に
も
、
『
祁

一
苓
緬
論
い
、
雑
子
母
展
艸
批
燕
故
。
』
と
云
ひ
℃
父
士
川
律
や

儒
祇
作
の
上
掲
の
戒
律
を
引
い
て
無
雑
銭
が
踵
生
銭
と
元
々
同

一
の
も
の
で
、
典
物
出
推
に
脚
て
元
金
（
跡
）
利
よ
り
恩
（
子
）

を
生
じ
て
促
艸
と
し
て
遮
生
無
雑
な
る
が
故
に
硬
銭
（
典
蠅
銭
）

○
○
○
９
○
○

を
無
雑
銭
又
は
艇
生
銭
と
呼
ぶ
と
い
ふ
旧
由
を
辿
《
へ
て
を
る
。

○
○

今
日
、
我
倒
で
池
川
せ
る
無
推
と
い
ふ
金
融
組
織
の
塙
榊
が
之

に
起
源
せ
る
こ
と
は
盤
・
両
を
必
婆
と
し
な
い
・

借
、
斯
様
に
佛
の
戒
律
に
無
雑
談
鑑
（
孜
銭
）
の
従
出
が
許

さ
れ
て
ゐ
る
と
い
ふ
の
で
も
古
来
支
那
で
は
佛
法
の
枇
介
的
施

～

一
二
一
生
〈

既
に
南
北
棚
の
齊
、
梁
昨
代
か
ら
汎
く
流
行
し
て
ゐ
た
も
の
で

あ
る
。
降
て
附
鵬
昨
代
に
な
る
と
此
の
瓜
は
益
為
盛
ん
に
流
行

し
た
。
巾
に
も
陥
の
州
里
（
心
魂
唖
邸
一
）
の
初
、
左
催
射
商
弧

の
創
立
に
か
上
る
彼
の
右
名
な
三
階
（
佛
）
数
の
州
刈
備
行
法

師
の
住
せ
る
廷
安
の
淀
減
寺
（
脾
代
の
化
匪
寺
）
は
山
内
に
規

模
の
大
き
な
無
錐
栽
院
が
杜
か
れ
て
ゐ
た
の
で
僻
に
右
名
で
あ

ヲ
夕
。

太
平
臓
記
（
巻
四
九
三
）
に
踵
安
の
三
階
教
沙
刊
斐
玄
神
の

逃
砧
が
出
て
ゐ
る
が
、
そ
れ
に
蝶
る
と
、
府
商
祁
式
徳
年
川

（
晒
釧
季
一
一
一
八
）
に
三
階
戦
備
に
砿
義
と
い
ふ
習
祁
の
沙
門
が
あ

っ
て
、
化
度
寺
（
三
階
教
狐
偲
行
の
嘆
纐
寺
の
改
稲
）
に
蝿
雑

談
（
叩
）
を
樅
き
太
蛾
の
貞
狐
（
梱
都
峠
拒
七
）
以
後
は
鑛
吊
金

玉
を
施
拾
し
て
そ
の
額
英
大
に
上
ぽ
つ
た
が
、
信
義
が
此
の
監

侭
を
推
術
し
た
。
価
で
彼
は
共
の
財
を
三
分
し
て
、
一
分
は
天

下
の
伽
雌
榊
修
の
我
に
、
一
分
は
天
下
の
儀
鮫
・
悲
川
の
救
濟

郡
業
に
、
一
分
は
其
の
寺
の
供
韮
に
充
て
た
の
で
稗
男
・
祢
女

は
競
ふ
て
が
財
を
此
虚
に
謀
拾
し
て
、
中
に
は
車
を
辿
れ
て
銭

吊
を
持
込
ん
で
来
て
、
そ
の
施
主
の
姓
名
を
も
告
げ
ず
に
立
去

る
者
も
あ
っ
た
。
然
る
に
此
虚
に
韮
玄
智
と
稲
す
る
沙
門
が
あ

っ
て
、
入
寺
得
度
以
來
戒
行
糀
勤
、
漉
掃
供
養
に
怠
り
な
い
こ

と
＋
数
年
に
及
び
一
山
の
衆
徒
は
皆
な
其
の
徳
行
に
服
し
、
遂

に
彼
を
孫
ん
で
此
の
無
雑
燕
を
監
守
せ
し
め
た
庭
、
其
後
辮
かヲ

に
黄
金
を
窃
み
前
後
取
る
廊
共
の
数
を
知
ら
ず
、
後
『
放
ヱ
羊

』

１ 、
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武
光
偽
（
？
）
が
敦
健
雛
卿
寺
か
ら
級
稚
の
借
出
誰
丈
や
、
同
三

四
五
三
雛
の
変
彦
昌
が
同
地
の
龍
興
寺
へ
與
へ
た
併
紺
恐
等
に
⑤

依
っ
て
も
そ
の
大
魁
が
判
か
る
が
、
此
の
佛
寺
の
金
融
機
棚
の

施
投
は
宋
代
に
降
っ
て
も
解
庫
（
解
典
庫
）
若
く
は
挺
生
庫
な

ど
の
名
に
因
っ
て
依
然
流
行
し
て
ゐ
た
こ
と
は
前
に
繋
げ
た
陸

淋
や
果
曾
の
筆
録
の
文
面
に
依
て
も
明
か
で
あ
る
。
但
、
元
代

に
な
る
と
一
般
祗
含
に
も
典
庫
の
施
投
が
あ
っ
て
汎
く
庶
民
の

利
別
に
任
か
せ
て
ゐ
た
事
は
大
元
通
制
條
桁
（
巻
二
七
）
の
解

典
の
條
な
ど
に
兄
え
て
ゐ
る
。
尚
も
こ
れ
ら
典
嘩
の
歴
史
中
、

蕊
報

っ
て
を
る
か
ら
、
此
噸
に
な
る
と
甑
る
此
の
硬
庫
制
庇
に
は
弊

害
眼
を
縦
は
し
む
る
も
の
が
あ
っ
た
ら
し
い
。
価
て
玄
宗
は
朋

元
十
三
年
（
韮
率
椎
）
に
至
っ
て
三
階
激
の
破
殴
錐
止
令
を
壷
す

る
と
同
時
に
化
度
寺
の
無
誰
識
を
も
賎
し
て
、
そ
の
所
脇
の
財

物
・
田
宅
・
六
諾
な
ど
は
京
城
の
寺
籾
に
分
施
す
る
こ
と
坐
し

た
。
併
し
な
が
ら
朱
の
殻
率
の
宋
商
僻
停
の
鵬
沙
Ⅲ
繩
永
仰
（
同

番
巷
五
）
に
は
洛
陽
大
平
寺
に
典
雌
（
無
雑
識
）
が
あ
り
、
又

脳
沙
門
凹
棚
僻
（
同
番
巻
二
○
）
に
は
脳
の
洛
陽
緋
林
寺
に
も

公
川
の
無
誰
財
の
投
伽
が
あ
っ
た
郡
を
記
し
て
ゐ
る
か
ら
耕
昨

三
階
教
の
本
山
化
庇
寺
の
孜
庫
の
外
に
も
各
所
の
寺
院
に
無
誰

識
曄
の
あ
っ
た
こ
と
が
推
測
せ
ら
る
坐
。
術
府
代
に
か
、
｛
る
典

嘩
が
天
下
各
州
縣
の
佛
寺
に
樅
か
れ
て
ゐ
た
こ
と
ば
〕
へ
リ
オ
氏

ビ
プ
リ
オ
テ
ー
ク
・
ナ
シ
ヨ
ナ
ー
し

の
敦
煙
丈
番
（
巴
里
凹
立
岡
番
舘
所
識
）
三
四
二
二
號
の
百
姓
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蕊
畢
生
時
代
よ
り
副
手
、
助
手
時
代
を
通
じ
て
五
年
Ⅲ
九
州
史

黒
竹
委
員
と
し
て
功
労
大
で
あ
っ
た
同
證
は
七
月
初
旬
、
陸
軍

孵
代
の
佛
寺
典
庫
の
歴
史
．
に
つ
い
て
は
塚
本
善
階
氏
の
『
偏
行

の
三
階
数
Ｍ
と
無
我
談
に
就
い
て
』
（
宗
致
研
究
、
新
錐
三
巻
）

や
通
端
良
秀
氏
の
『
支
那
佛
致
寺
院
の
金
融
事
梁
。
．
ｌ
批
稚
減

に
就
て
』
（
大
谷
雛
報
錐
十
凹
巻
穆
嬢
一
雛
）
な
ど
の
力
作
を

参
照
さ
れ
度
い
。
（
識
淡
大
蔵
）
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十
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十
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年
七
月
四
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、
不
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知
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十
八
回
例
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（
十
六
年
六
月
二
十
九
日
）

一
、
華
雌
的
人
生
籾

一
、
二
十
川
誰
仙
に
つ
い
て
・

節
十
九
岡
例
命
（
同
十
一
月
九
日
）

一
、
謝
雛
盤
と
佛
教
畢
生

一
、
朱
子
の
施
政
と
其
倫
理
思
想

九
州
支
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駆
周
迩
課
と
し
て
勇
躍
南
方
に
赴
か
れ
た
。
八
月
下
旬
に
泰
派

迩
岩
畔
機
鮒
よ
り
編
輯
子
宛
に
錘
ら
れ
た
軍
事
郵
便
は
次
の
や

う
で
あ
る
。

「
（
前
略
）
此
方
に
來
て
別
段
塗
り
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
日
陥
が

な
い
代
り
に
水
曜
日
曜
の
午
後
が
休
務
と
な
り
ま
す
。
し
か
し

こ
れ
も
原
則
で
仕
事
の
あ
る
日
は
夜
も
出
勤
で
す
。
そ
し
て
今

ま
で
過
去
の
歴
史
を
見
て
來
て
ゐ
た
の
が
、
め
ま
ぐ
る
し
い
塊

在
の
世
界
捕
勢
を
見
る
こ
と
Ｌ
な
り
、
各
閏
の
も
の
を
對
比
Ｌ

て
ゐ
る
課
で
す
。
初
め
は
異
様
に
恩
は
れ
た
寺
院
も
近
頃
は
大

分
馴
れ
ま
し
た
。
又
一
方
に
は
近
代
的
な
ダ
ン
ス
ホ
ー
ル
が
あ

り
疵
に
多
様
な
要
求
を
複
雑
に
混
合
し
て
ゐ
ま
す
。
物
養
は
挫

樹
で
殊
に
皮
革
と
米
肉
殺
類
は
内
地
と
比
較
に
な
り
ま
せ
ん
。

女
の
陛
車
將
校
が
居
る
と
言
ふ
の
も
珍
ら
し
い
で
せ
う
。
彼
等

は
耶
装
Ｌ
て
よ
く
自
樽
車
等
に
乗
っ
て
ゐ
ま
す
。
（
尤
も
我
為

は
私
服
で
自
動
車
の
時
の
方
が
多
い
で
す
が
。
）
」
（
井
上
記
）
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、
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究
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同
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い
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史
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多
四
郎
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℃
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瀧
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